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海
外
日
誌
（
二
＋
七
）

丈
部
省
在
外
研
究
員

山
　
本

塁

大
正
．
十
三
年
十
月
十
囎
日
（
土
）

　
朝
、
自
働
車
で
、
國
際
客
團
ほ
郊
外
散
歩
に
案
内
さ
れ
、
エ
プ
ロ
河
上
の
水
道

水
源
地
あ
カ
リ
な
見
、
更
に
引
き
返
し
て
、
ト
ー
ト
サ
の
公
園
に
少
憩
。
正
午
過

ぎ
、
荷
物
潜
ま
ミ
め
て
、
皆
、
停
車
場
に
集
ま
り
、
羅
の
食
堂
で
逡
別
の
宴
ヒ
な

っ
た
が
Y
乗
る
筈
の
列
寧
が
來
着
し
六
・
め
、
市
長
の
演
説
も
そ
こ
一
に
し
て
・

一
同
大
狼
狽
で
汽
車
に
乗
る
　
　
遺
れ
も
族
の
一
興
に
に
違
ひ
な
い
。

　
午
後
六
時
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
着
、
自
分
等
に
ス
ペ
イ
ン
の
若
手
の
接
待
員
糞
ち
ミ

共
に
ホ
テ
ル
・
コ
ロ
ン
に
入
る
〇

十
月
十
鞠
剛
日
（
日
）

　
取
り
あ
へ
す
、
朝
の
聞
に
自
分
等
爾
人
に
カ
ナ
ッ
r
ニ
や
廣
揚
、
カ
テ
ド
ラ
ル
、

市
島
重
合
な
経
、
フ
エ
ル
ナ
ン
ド
街
か
ら
レ
ア
ッ
廣
揚
ま
で
散
歩
し
糞
Q
今
日
匡

恰
も
此
の
ス
ペ
イ
ン
國
御
自
十
一
の
コ
ロ
ン
ブ
ス
が
ア
旧
号
力
心
見
し
六
曜
越
美
口
H
な

の
で
、
小
供
や
大
人
が
街
々
到
る
所
で
御
祭
騒
ぎ
為
や
つ
て
み
る
。
ー
ー
さ
も
あ

る
べ
き
事
。

　
日
曜
に
も
拘
ら
す
、
今
日
に
吾
々
國
際
客
に
封
ず
ろ
當
バ
ル
セ
ロ
ナ
官
民
の
獣

田
富
が
催
さ
れ
ろ
Q
i
先
づ
午
前
十
一
時
、
代
員
六
ち
ば
ラ
ム
プ
ラ
通
り
の
王

立
ア
カ
デ
ミ
に
集
ま
り
、
（
琵
所
で
自
分
ば
天
売
越
長
コ
ー
マ
ス
・
ソ
ラ
ー
氏
に
面

寵
し
た
、
）
十
肇
ば
か
り
の
自
働
車
に
分
乗
し
て
恐
ろ
し
い
車
塵
を
あ
げ
つ
㌔
テ
ピ

ダ
ボ
山
に
登
る
。
（
貞
分
等
憂
人
ば
ソ
ラ
ー
氏
ε
同
乗
し
六
〇
）
発
つ
力
山
上
の
遊

園
地
の
立
派
な
レ
ス
ト
ー
ラ
ン
で
市
長
の
午
餐
會
、
そ
れ
か
ら
叉
、
ソ
ラ
ー
墓
長

の
案
内
で
フ
ア
プ
ラ
天
丈
盛
た
謬
魏
し
象
。

　
天
文
蔓
ほ
海
抜
一
千
五
百
尺
の
山
の
上
で
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
全
市
な
見
下
す
景
色

の
佳
い
所
に
立
っ
て
る
る
。
器
械
に
入
吋
の
子
午
環
ビ
十
五
吋
の
赤
道
儀
ビ
で
あ

乃
が
、
藁
長
ソ
ラ
ー
氏
に
小
遊
星
の
有
名
な
観
測
者
で
あ
る
。
玉
響
工
案
の
天
文

用
立
鐙
鏡
ば
、
か
れ
て
聞
い
て
も
み
雲
が
、
賀
角
し
て
、
「
之
れ
．
も
噛
工
夫
だ
」
ピ

面
白
く
田
心
つ
六
Q

十
月
十
口
昌
日
（
月
）

　
公
式
の
御
客
あ
つ
か
い
に
昨
日
た
以
っ
て
終
り
、
今
日
か
ら
に
全
く
自
由
の
身

ピ
な
つ
☆
o
朝
の
中
、
ス
ペ
イ
ン
委
員
エ
ス
ト
ソ
メ
ラ
氏
夫
妻
や
サ
プ
セ
ド
君
六

ち
ミ
フ
ン
プ
ラ
通
々
散
歩
し
大
り
し
表
が
、
午
後
ほ
吾
々
爾
人
だ
け
で
ロ
ン
ダ
、

サ
ン
・
ノ
ァ
ン
、
公
園
、
コ
ロ
ン
、
ア
ン
チ
ヤ
、
フ
エ
ッ
ナ
ン
ド
、
瀞
ケ
リ
ア
の
街

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

々
々
あ
る
む
＼
最
終
の
ス
ペ
イ
ン
自
前
分
か
咲
｝
つ
て
、
入
国
頃
宿
に
岨
即
つ
六
〇
ー

バ
〃
セ
ロ
ナ
が
、
國
都
マ
ド
リ
ド
に
幾
倍
し
て
、
熟
し
カ
、
又
、
近
世
的
明
る
み

の
あ
る
、
又
、
自
由
精
紳
の
み
な
ぎ
ろ
市
で
あ
る
こ
電
に
意
想
外
で
あ
っ
糞
。

十
月
十
四
日
（
火
）

　
早
朝
七
時
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
佛
調
園
西
停
一
下
・
…
揚
獲
Q
正
午
、
セ
ル
ベ
τ
ル
通
渦
凹
、

佛
國
税
關
の
検
査
を
受
け
糞
。
己
れ
で
全
く
ス
ペ
イ
ン
ぜ
心
切
り
に
な
つ
カ
わ
け
。

そ
れ
か
ら
汽
車
匡
術
海
岸
な
北
進
し
、
四
時
に
ナ
ル
瀞
ン
ヌ
羅
ま
で
立
て
乗
り
換

へ
。
七
時
モ
ン
ペ
可
工
i
で
途
中
下
車
た
し
、
＊
テ
ツ
・
ド
・
ラ
・
メ
ト
ロ
ポ
ー
ル
に

入
る
。

　
夕
方
、
外
出
、
プ
ラ
ス
・
ド
・
ラ
・
コ
メ
デ
ィ
で
食
事
し
、
一
癖
町
の
あ
ち
ら
こ
ち

ら
を
歩
い
六
後
、
エ
ル
下
ラ
ド
座
で
「
ネ
ロ
ン
王
」
の
活
動
爲
眞
々
見
る
。
此
頃
の

薪
聞
に
丈
豪
ア
ナ
ト
ー
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
の
死
旧
記
の
一
生
の
こ
マ
」
為
盛
ん
に
か
い

て
あ
る
。

十
月
噌
五
日
（
水
）

　
三
週
間
の
（
或
ろ
意
味
で
）
窮
屈
な
ス
ペ
イ
ン
生
活
よ
り
開
放
さ
れ
六
自
由
さ
な

味
ふ
れ
め
に
下
車
・
し
穴
此
の
モ
ン
ペ
リ
エ
ー
甫
丁
に
、
今
日
に
全
く
心
の
底
か
ら
く

つ
ろ
い
だ
長
持
で
見
物
の
時
間
な
費
し
糞
Q
ま
つ
コ
メ
デ
ィ
廣
場
か
ら
劇
場
、
そ

れ
か
ら
「
天
文
豪
」
ご
主
構
ぜ
ら
れ
今
ぱ
浴
場
亡
な
っ
て
み
る
跡
、
ま
ち
の
市
揚
、

韓
じ
て
凱
旋
門
か
ら
ル
ペ
イ
〃
1
奄
経
て
、
ル
イ
十
四
世
の
像
、
水
の
城
、
植
物

園
カ
テ
ド
ラ
ル
、
エ
ス
プ
ラ
ナ
ー
ド
、
こ
う
し
糞
順
に
見
て
ま
匡
“
、
最
後
に
プ

ア
プ
シ
博
物
館
で
レ
イ
ノ
ル
ド
の
「
小
さ
き
サ
ム
エ
ル
し
等
幾
つ
か
の
有
名
穴
給

々
見
六
。

　
四
時
モ
ン
ペ
リ
ェ
ー
獲
。
五
十
分
後
に
又
次
の
市
ユ
ン
ム
着
、
下
車
。
ホ
テ
ル

可
ユ
〃
サ
ン
プ
ー
ル
臆
入
り
、
史
績
②
多
い
既
の
所
に
明
日
ま
で
滞
在
亡
決
め
る
。

ご
九
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夕
方
、
散
歩
し
て
ト
エ
ス
プ
ラ
ナ
ー
ド
か
ら
、
賑
や
か
な
夜
の
街
々
た
歩
く
Q

十
月
十
六
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ザ
レ
　
ヌ

　
朝
食
後
、
ま
つ
有
名
な
圓
形
劇
場
を
見
公
Q
第
一
世
紀
頃
の
建
築
で
あ
る
ピ
い

ふ
此
の
古
物
な
、
今
も
術
、
シ
ー
ズ
ン
に
ば
闘
牛
場
こ
し
て
用
ふ
ろ
オ
い
ふ
の
が

面
白
・
感
じ
ら
れ
プ
。
一
；
百
前
、
現
身
國
大
戸
領
ド
ウ
メ
ル
グ
氏
が
生
れ
散
婚

の
此
の
町
に
蛉
っ
て
來
て
、

や
ば
q
此
の
劇
場
の
中
で
市

民
に
敷
迎
さ
れ
れ
ピ
い
ふ
I

I
そ
の
時
の
飾
り
付
け
の
跡

が
今
日
も
街
々
に
見
え
て
み

ろ
。
　
レ
・
ザ
レ
ー
ヌ
か
ら
、
次
に

暗
ハ
泉
公
四
酬
へ
行
・
奇
・
、
ヵ
ゾ
リ

ェ
ー
の
丘
へ
登
っ
て
一
、
叩
小
田
心

議
な
古
建
築
ト
ウ
ル
・
マ
ー

ニ
ユ
々
日
湘
、
又
、
鯉
公
園
へ
下

り
て
デ
ア
ナ
の
宮
の
跡
か
訪

れ
カ
。
一
人
の
門
番
が
親
切

に
説
明
し
て
く
れ
☆
が
、
そ

れ
に
何
の
飾
り
氣
も
な
い
態

度
が
亦
嬉
し
か
つ
六
。
1

公
園
を
出
て
、
メ
イ
ゾ
ン
・
キ

ャ
レ
、
市
場
、
カ
テ
ド
ラ
ル

な
見
、
宿
に
　
守
る
。

　
正
午
ニ
ン
ム
登
、
タ
ラ
ス

コ
ン
で
魯
勘
行
に
乗
り
換
へ
て

四
時
に
マ
ル
セ
イ
ユ
着
。
ホ
テ
ル
・
ル
ー
ヴ
ル
・
エ
。
ラ
・
ペ
イ
に
入
ろ
o
I
夕
食

に
に
待
ち
兼
ね
六
日
本
食
た
実
べ
て
満
足
心
々
。

十
月
十
七
日
（
金
）

　
大
港
に
継
れ
の
な
幸
ひ
、
二
三
の
汽
船
愈
駄
存
訪
れ
て
、
後
日
の
慣
行
豫
定
の

三
〇

塗
考
ピ
す
る
σ

　
午
後
ほ
ロ
ン
シ
ャ
ン
宮
殿
亡
動
物
園
な
経
て
、
天
文
塵
な
訪
問
Q
シ
ヤ
プ
ソ
イ

氏
の
紹
介
歌
に
よ
っ
て
、
夷
長
ボ
ス
レ
氏
に
會
ひ
、
三
十
吋
の
反
射
鏡
な
始
め
色

ん
な
設
備
々
見
煙
て
貫
つ
れ
。
建
物
や
器
械
類
が
蘇
れ
て
み
る
の
に
、
経
費
ピ
人

員
の
不
足
に
よ
う
マ
・
、
湿
半
は
し
き
り
に
言
ひ
わ
げ
を
言
っ
て
ゐ
ら
れ
お
の
ば
、

瀞
ル
ド
ー
の
場
合
も
想
ひ
合
ほ
さ
れ
て
、
氣
の
毒
の
感
た
深
く
し
れ
。
そ
れ
で
も

「
明
後
年
の
ス
マ
ト
ラ
の
日
食
に
1
1
観
測
に
行
き
れ
い
積
り
で
す
」
ピ
言
ほ
れ
れ
決

心
に
に
驚
い
た
Q
－
1
畔
継
室
に
ほ
、
「
ラ
プ
ラ
ス
が
一
入
〇
四
年
に
此
所
へ
寄
附

し
た
」
ビ
い
ふ
マ
ー
グ
の
幽
い
糞
振
子
時
計
が
一
つ
動
い
て
み
た
の
に
興
味
深
く

見
直
〇
（
上
の
爲
眞
ほ
マ
ル
セ
イ
ユ
天
丈
蔓
）

　
蜀
逸
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
ス
・
ハ
ー
フ
エ
ン
を
出
愛
し
れ
飛
行
船
Z
R
3
が
、
佛
、

葡
の
空
か
ら
ア
ゾ
レ
ス
島
へ
、
そ
れ
か
ら
に
西
北
に
飛
ん
で
六
十
八
暗
間
に
首
尾

よ
く
ボ
ス
ト
ン
に
着
い
れ
オ
い
ふ
電
報
記
事
が
、
此
頃
匡
欧
州
の
各
國
の
新
聞
な

賑
ほ
し
て
み
る
。

十
月
十
八
日
（
土
）

　
日
本
郵
船
の
筥
崎
丸
が
・
ン
ド
ン
か
ら
來
清
し
た
ビ
聞
い
て
、
急
に
日
本
の
船

亡
い
ふ
も
の
か
見
大
く
な
り
、
又
、
マ
ル
セ
イ
，
の
港
も
見
六
い
定
い
ふ
好
奇
心

が
手
傳
っ
て
、
午
後
，
電
車
で
船
着
自
筆
へ
行
つ
六
。
筥
崎
丸
ば
威
勢
よ
く
岸
壁

に
横
附
け
に
な
っ
て
ゐ
カ
。

　
そ
れ
か
ら
、
見
事
な
、
し
か
し
、
未
完
成
の
カ
テ
ド
ラ
ル
々
見
、
後
奮
港
入
口

に
高
く
架
け
ら
れ
て
み
る
名
物
の
大
橋
ボ
ン
。
ト
ラ
ン
ス
ボ
ー
ダ
ー
へ
上
り
下
り
、

次
で
燈
科
大
田
庭
か
ら
、
南
の
丘
上
の
ノ
ー
ト
霞
ダ
ム
。
に
上
つ
れ
。
i
マ
ル
セ

イ
ユ
の
景
色
に
之
れ
で
大
聴
講
六
わ
け
だ
。

十
月
十
九
日
（
日
）

　
朝
十
畦
孚
マ
ル
セ
イ
ユ
出
襲
。
佛
蘭
躍
り
笄
エ
ラ
の
有
名
な
景
色
為
窓
か
ら
見

つ
、
、
午
後
、
三
時
ニ
ー
ス
藩
リ
ホ
テ
ツ
．
リ
シ
リ
ウ
に
入
ろ
O

　
日
の
没
す
ろ
前
に
書
、
早
速
、
宿
な
ご
ぴ
出
し
て
、
ア
．
エ
ニ
ウ
・
ド
。
ラ
・
ガ
ー
ル

を
散
歩
。
禮
拝
式
中
、
槍
持
ち
の
番
人
で
護
ら
れ
六
ノ
ー
ト
ル
・
ダ
ム
の
中
な
一

轡
し
、
そ
れ
か
ら
マ
セ
ナ
廣
場
た
経
て
、
公
國
の
房
の
海
岸
の
砂
上
で
少
憩
。
恰

も
、
日
が
海
の
あ
な
た
に
没
し
て
、
市
街
に
ば
一
面
の
電
飾
が
輝
や
き
始
め
ろ
。
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久
し
ぶ
り
に
南
加
州
の
晴
れ
や
か
さ
た
思
ほ
ぜ
ろ
や
う
な
此
の
二
－
ス
の
海
岸
あ

索
り
々
渉
遙
し
六
此
の
夕
に
樂
し
か
つ
索
Q

十
月
一
一
十
日
（
月
）

　
昨
日
、
停
車
揚
に
下
り
表
時
か
ら
遙
か
な
山
の
上
に
景
氣
よ
く
見
え
て
ゐ
六
此

の
ニ
ー
ス
の
天
竺
豪
へ
、
今
口
に
タ
ク
シ
白
働
車
か
雇
っ
て
モ
ン
。
グ
ロ
の
坂
路

々
登
る
。
此
の
天
丈
壷
に
に
フ
ア
ユ
（
壷
長
）
、
シ
ョ
ウ
マ
ス
諸
氏
が
房
る
筈
で
あ

る
が
、
生
憎
、
合
日
に
不
在
だ
ぜ
亡
ば
れ
、
止
む
か
得
す
一
助
手
に
案
内
さ
れ
て

鏡遠望式デクの垂丈天スニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
三
十
吋
屈
折
山
伝
道
機
な
始
め
，
八
一
子
午
環
、
十
五
吋
赤
道
儀
、
十
六
吋
ク

デ
ー
式
望
蓮
鏡
等
な
見
ぜ
ら
れ
六
〇
自
分
が
ク
デ
ー
式
々
見
ろ
の
ば
至
れ
が
始
め

て
穿
あ
る
。
一
鹸
興
で
に
あ
ろ
が
、
山
上
か
ら
の
景
式
ば
絶
佳
マ
」
言
ひ
六
い
。

　
午
後
一
時
ニ
ー
ス
獲
．
－
一
邦
エ
ラ
旧
湖
岸
を
更
に
中
果
ヘ
ノ
、
o
モ
ン
テ
・
カ
・
ロ
や

マ
ン
ト
ン
あ
た
り
の
有
名
な
別
荘
地
帯
を
見
つ
・
、
二
時
牛
に
に
佛
伊
國
境
な
通

渦
し
て
、
税
關
槍
査
の
カ
め
弄
ン
テ
ミ
可
ア
に
下
車
し
糞
。
一
此
所
で
時
計
ほ

グ
可
ン
ヰ
チ
時
刻
か
ら
一
時
間
早
い
中
欧
時
刻
に
見
る
の
で
あ
る
が
、
其
の
事
々

す
っ
か
り
忘
れ
て
ゐ
糞
が
六
め
、
遂
に
操
疋
の
汽
車
に
乗
り
堪
れ
六
の
に
大
失
敗

で
あ
っ
六
。
止
む
た
得
す
、
海
岸
た
散
期
し
護
り
し
て
時
取
消
し
、
午
後
七
晴
嚢

の
汽
車
に
乗
つ
大
。

　
セ
ノ
ゾ
へ
七
夜
牛
に
到
着
。
ホ
テ
ル
・
ロ
ン
ド
ン
に
入
る
。

十
月
二
十
　
日
（
火
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
終
日
セ
ノ
ゾ
見
物
。
カ
テ
ド
ラ
ル
や
公
園
か
見
力
が
、
特
別
な
ご
ぜ
な
し
。
1

ー
セ
ノ
ゾ
匡
例
の
ア
メ
ー
ー
ヵ
獲
見
者
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
生
れ
カ
所
で
、
六
め
に
、
停

車
場
前
に
1
1
可
な
り
眼
々
惹
（
づ
ロ
ン
プ
ス
の
像
。
が
あ
り
、
叉
、
市
中
の
ポ
ン
チ

・
セ
ロ
に
に
、
彼
れ
■
の
生
れ
力
家
亡
い
ふ
の
が
、
荒
れ
ナ
P
ま
、
、
名
所
オ
し
て
獲
さ

れ
て
る
ろ
Q
白
露
こ
し
て
、
多
少
の
感
無
き
な
得
な
い
。

　
夜
、
市
中
な
散
歩
し
、
偶
然
、
ナ
η
ム
ビ
ア
劇
場
ビ
構
す
る
驚
く
べ
き
立
派
な

活
動
爲
眞
館
を
見
六
〇

十
月
二
†
＝
日
（
水
）

　
朝
七
畦
牛
、
ミ
ラ
ノ
に
向
け
て
セ
ノ
ゾ
か
出
嚢
し
雲
。
多
く
の
ト
ン
ネ
ル
に
よ

っ
て
リ
グ
リ
ア
の
山
脈
を
越
え
み
亡
、
早
く
も
ボ
ー
河
に
養
ば
れ
る
ロ
ン
バ
ル
デ

ヤ
の
亭
野
で
、
古
い
歴
史
の
聯
想
が
車
窓
か
ら
の
景
色
に
よ
っ
て
誘
ほ
れ
ろ
。
十

時
に
ほ
パ
弁
ア
の
大
學
幽
々
通
過
、
来
の
成
る
水
田
を
珍
ら
し
い
ε
見
て
み
る
中

に
汽
車
ば
正
午
少
し
前
ミ
ラ
ノ
に
旧
い
カ
。
す
ぐ
ホ
ヂ
ル
・
デ
・
ノ
ー
ル
に
入
る
。

　
天
丈
豪
の
訪
問
は
明
日
に
ゆ
づ
り
、
今
日
匡
此
の
北
伊
の
大
美
術
都
市
か
只
の

見
物
客
亡
し
て
歩
き
ま
」
μ
つ
れ
。
ま
つ
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
寺
で
レ
ナ
ナ
ー
ド
・
ダ
ヰ

ン
チ
の
「
最
後
の
晩
餐
」
を
見
、
次
で
サ
ン
。
ア
ン
プ
ロ
ー
シ
ナ
寺
に
聖
ア
ン
プ
ロ

シ
ウ
ス
や
ア
ウ
ゴ
ス
チ
ン
の
古
い
吏
蹟
な
思
ひ
、
更
に
有
名
な
ド
ー
モ
に
饗
詣
し

て
、
遂
に
四
百
七
十
六
段
の
屋
上
尖
塔
ま
で
登
り
つ
め
囮
車
。
景
色
ば
好
か
つ
六

け
れ
ご
、
「
足
元
の
恐
ろ
し
さ
は
長
く
直
立
す
う
な
得
二
ら
し
め
れ
一
ぜ
言
ふ
ミ
、

弱
虫
に
聞
え
る
が
、
致
し
方
も
な
し
。
但
し
，
空
ば
曇
り
、
嘱
望
に
駄
目
。

十
月
二
十
三
日
（
木
）

　
午
前
ほ
、
や
に
り
、
博
物
館
や
公
園
め
ぐ
り
。

　
午
後
、
プ
レ
ラ
學
院
内
の
天
文
憂
な
訪
問
Q
ガ
バ
教
授
に
迎
へ
ら
れ
、
十
八
吋
赤
，

道
儀
其
の
他
の
設
備
な
見
ぜ
ら
・
れ
六
Q
此
の
天
文
蔓
ほ
王
立
プ
レ
ラ
・
ア
カ
デ
ミ

ー
所
囑
の
も
の
で
、
既
に
百
五
十
年
以
上
の
歴
史
雇
持
ち
、
ナ
リ
ア
二
等
の
居
六
所

一
三
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で
あ
る
が
、
一
般
敢
會
に
匡
、
か
の
火
星
蓮
河
の
獲
見
者
れ
る
ス
キ
ア
パ
ソ
サ
の

名
に
よ
つ
て
廣
く
知
ら
れ
る
に
至
つ
れ
。
此
の
日
、
ス
キ
ァ
パ
レ
リ
が
火
星
観
測

に
用
み
た
定
い
ふ
八
一
の
望
蓮
鏡
た
見
ぜ
ら
れ
六
が
、
當
然
ピ
ば
言
ひ
な
が
ら
、

其
の
、
小
形
で
醤
式
な
ご
ε
U
「
こ
ん
な
器
械
で
好
く
も
細
か
い
遊
山
槻
測
が
出

車
た
も
の
だ
」
ぐ
＼
あ
き
れ
る
程
だ

つ
れ
。
十
八
吋
の
方
に
、
電
動
力

な
慮
用
し
六
可
な
り
近
代
式
の
も

の
で
あ
る
が
が
バ
教
授
の
言
に
よ

れ
は
、
減
り
天
文
裏
の
場
所
が
市

中
の
賑
に
ひ
に
妨
げ
ら
れ
る
た
め

近
い
中
に
他
へ
移
韓
す
る
計
霊
中

で
あ
る
ε
の
＝
オ
で
あ
っ
れ
）

十
月
呂
十
四
日
（
金
）
、

　
三
二
日
前
が
ら
空
模
様
が
漸
次

悪
く
な
り
、
し
め
り
勝
ち
で
、
氣

温
も
低
く
、
吾
々
二
人
匡
ミ
ラ
ノ

で
風
々
引
い
て
了
っ
六
〇
一
既

に
見
る
も
の
に
見
た
の
だ
か
ら
、

今
日
匡
出
獲
す
る
ぜ
し
、
伊
太
利

ア
ル
プ
ス
の
賞
景
も
す
て
、
、
一

敗
爾
チ
ウ
リ
ヒ
へ
向
け
一
朝
十
時
の
汽

車
に
乗
る
。
窓
外
ほ
雨
。
コ
モ
、
即

が
ノ
あ
乳
り
の
湖
水
が
霞
の
中
か

ら
見
え
六
の
み
。
i
午
後
三
暗

過
ギ
＼
有
名
な
サ
ン
。
ゴ
タ
ー
〃
の

大
ト
ン
ネ
ツ
を
通
っ
た
が
、
此
の
頃
か
ら
空
に
晴
れ
、
深
い
ア
ル
プ
ス
の
逡
近
が

窓
ガ
ラ
ス
越
し
に
美
し
く
見
え
る
や
う
に
な
つ
六
。
同
時
に
、
寒
さ
に
日
暦
檜
し

加
ば
り
、
山
々
に
に
可
な
り
の
雪
が
積
っ
て
み
れ
O

　
午
後
五
時
牛
、
チ
ウ
リ
ヒ
着
Q
シ
ン
ザ
ロ
ン
・
ホ
テ
か
に
入
る
。

三
二

十
月
二
十
五
日
（
土
）

　
朝
十
蒔
頃
、
大
凶
や
高
等
工
業
の
三
校
附
近
を
歩
き
、
シ
メ
ル
ソ
ベ
ル
グ
街
の

坂
奄
上
っ
て
、
大
星
天
文
豪
葎
訪
れ
カ
。
剛
ク
の
ト
ツ
ム
ブ
ラ
ー
氏
の
紹
介
歌
た

通
じ
て
、
築
長
チ
ッ
フ
ア
教
授
が
快
よ
く
迎
へ
ら
れ
、
六
吋
赤
道
儀
や
、
十
三
吋

爲
眞
望
遠
鏡
や
、
北
ハ
の
他
種
々
の
も
の
た
見
ぜ
ら
れ
六
。
此
の
天
丈
墓
ほ
前
の
チ

虚
フ
碁
長
以
來
、
太
陽
黒
黙
の
緻
績
槻
測
を
や
っ
て
、
既
に
牛
世
祀
の
観
測
史
た
持

っ
て
る
る
Q
　
A
「
げ
n
右
の
山
臥
一
門
で
眼
魏
魏
に
ド
里
崩
鮎
ぐ
」
紅
焔
ぜ
が
毎
口
H
観
測
さ
れ
る
O
「

「
紅
煽
観
測
の
結
果
ば
ブ
イ
レ
ン
ツ
ェ
（
伊
國
）
の
ア
ベ
テ
イ
敏
授
へ
途
り
ま
す
」
ピ

チ
ツ
プ
ア
氏
ほ
言
っ
て
ゐ
ら
れ
れ
。
序
で
に
、
昔
し
ナ
ル
フ
敏
授
が
用
み
れ
ピ
い

ふ
三
診
療
蓮
鏡
な
見
ぜ
ら
れ
索
が
、
今
か
ら
思
へ
ば
氣
の
毒
な
や
う
な
器
械
で
あ

る
。
＋
三
郎
爲
民
望
蓮
鏡
匡
比
較
的
新
し
い
設
備
で
、
之
れ
匡
星
團
の
研
究
に
用

み
る
ぜ
の
こ
ぜ
で
あ
っ
六
。

　
チ
ウ
リ
ヒ
ば
、
賑
や
か
な
停
車
場
通
り
に
近
く
、
ウ
ラ
ニ
ャ
天
文
肇
ピ
呼
ば
れ

る
私
立
の
高
塔
が
あ
る
。
午
後
，
之
に
も
懸
人
で
登
っ
て
見
れ
。
高
さ
六
十
尺
の

塔
の
上
の
ド
ー
ム
ヘ
エ
レ
ゴ
ー
タ
ー
で
上
げ
ら
れ
る
ミ
、
其
の
エ
レ
ゴ
ー
タ
ー
の

主
人
が
早
攣
り
し
て
、
「
か
ご
の
天
鍵
盤
者
マ
」
な
り
す
ま
し
、
訂
な
り
好
く
出
來

れ
ソ
ア
イ
ス
の
十
二
吋
当
国
鏡
た
操
っ
て
、
乗
ま
一
晴
れ
六
空
¢
太
鴎
黒
鮎
な

見
ぜ
て
呉
れ
祠
り
し
れ
O

　
此
の
チ
ウ
リ
ヒ
市
ほ
其
の
同
じ
名
の
湖
水
に
望
ん
だ
可
な
り
の
都
市
で
、
工
業

の
外
に
、
學
問
上
か
ら
も
、
遊
魔
地
ぜ
し
て
も
有
名
な
も
の
で
あ
る
。
自
分
等
ほ

今
日
、
午
前
も
午
後
も
、
暇
あ
る
に
ま
か
ぜ
て
、
方
々
潜
歩
春
ま
ば
つ
カ
が
、
今

ま
で
聞
い
六
此
の
市
の
評
決
ば
全
く
其
の
通
論
だ
ピ
惑
心
し
敦
。

十
月
二
十
六
日
（
日
）

　
酋
五
日
の
間
、
瑞
西
國
内
族
行
か
思
ひ
立
ち
、
タ
ッ
グ
の
回
萱
切
符
な
持
っ
て

今
朝
七
時
牛
チ
ウ
リ
ヒ
た
出
嚢
〇

　
九
時
、
ッ
ソ
ェ
ッ
ン
に
下
車
し
て
見
れ
け
れ
ご
、
日
曜
の
こ
定
で
あ
り
、
又
、
遊

囎
季
節
た
今
に
外
れ
て
み
ろ
の
で
、
市
街
匡
雑
踏
ぜ
す
、
却
つ
す
好
都
合
で
あ
っ

・
六
。
電
車
で
湖
水
橋
た
わ
穴
っ
て
、
氷
河
庭
園
や
獅
子
記
念
像
．
そ
れ
か
ら
ホ
フ
．

キ
ツ
へ
（
寺
）
な
ご
，
見
る
べ
き
も
の
た
一
通
り
見
、
あ
ミ
匡
湖
水
に
浩
ふ
カ
ナ
チ

ナ
ナ
ル
街
あ
六
り
為
散
歩
し
カ
。
空
も
其
の
時
頓
か
ら
晴
れ
て
山
や
水
の
景
色
寿
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見
ぜ
て
く
れ
ろ
。

r
午
後
二
時
、
ル
ソ
エ
ツ
ン
登
Q
人
の
少
な
い
車
の
中
な
、
借
切
り
の
や
う
に
自

由
に
し
て
、
移
り
巡
る
美
景
な
喜
び
な
が
ら
西
へ
走
る
。
全
く
絃
に
あ
ろ
や
う
塚

山
ビ
野
ピ
水
の
景
色
Q
山
に
重
卸
し
て
白
雲
な
い
糞
ず
き
、
黒
氏
緑
叫
で
、
白
黒

の
牛
な
遊
げ
せ
、
水
に
亦
細
い
川
に
も
深
い
湖
水
に
も
種
々
の
攣
化
た
見
ぜ
て
る

る
o
i
此
の
日
、
此
の
行
ほ
こ
眼
な
よ
ろ
こ
ば
せ
距
も
の
匡
営
て
無
か
つ
れ
。

　
夕
六
時
置
イ
ン
タ
ー
ラ
…
ケ
ン
着
g
ホ
テ
ル
三
ラ
に
入
る
。

十
月
二
十
七
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ナ
ス
テ
ー
1

　
朝
早
く
起
き
て
、
食
事
後
、
大
通
り
た
信
院
の
あ
れ
り
ま
で
散
歩
Q
上
品
な
遊

萱
客
村
で
あ
る
か
ら
、
道
端
に
な
ら
ぶ
ホ
テ
ル
や
店
な
ご
も
氣
が
き
い
て
見
え
て

面
白
か
つ
表
が
、
し
か
し
、
此
の
一
村
の
繁
榮
な
所
以
は
、
何
ビ
言
っ
て
も
、
ば

う
か
南
天
に
聾
．
礼
る
エ
ン
グ
・
フ
ラ
ウ
の
峰
の
景
色
で
あ
る
Q
今
朝
の
散
歩
も
、
實

に
此
の
山
を
見
ん
が
穴
め
で
あ
っ
六
が
、
目
的
匡
充
分
に
達
ぜ
ら
れ
れ
。
群
山
た

奮
い
て
立
つ
此
の
一
萬
四
千
尺
の
高
峰
匡
、
置
型
れ
潜
掩
ふ
深
慮
冨
ト
日
の
光
た
受
け

て
、
何
亡
も
言
び
し
れ
す
美
し
か
つ
六
〇

　
午
前
十
一
時
イ
ン
タ
ー
ラ
ー
ケ
ン
嚢
。
所
謂
ベ
ル
ン
高
地
の
山
水
潜
縫
ひ
つ

㌧
、
汽
車
・
げ
n
更
に
西
へ
南
へ
電
走
る
σ
i
モ
ン
ト
ル
ー
へ
艶
旧
く
晶
剛
、
重
罪
亡
血
ハ
に
．

山
の
上
か
ら
ゼ
ネ
ゾ
湖
の
夕
暮
の
景
色
か
眺
め
旗
の
に
幸
び
で
あ
っ
表
Q
今
日
見

入
景
色
の
中
に
に
、
時
々
、
日
本
の
山
國
た
思
に
せ
る
や
う
な
も
の
も
あ
っ
索
。

　
午
後
六
時
セ
ネ
ブ
着
。
雨
薬
毒
℃

十
月
．
二
十
八
B
（
火
）

　
朝
の
あ
ひ
だ
、
セ
ネ
ゾ
の
街
々
や
湖
岸
河
岸
な
ご
潜
散
歩
し
凱
バ
Q
近
い
水
の
景

色
、
遠
い
モ
ン
ブ
ラ
ン
の
景
色
、
何
れ
も
好
い
。
河
の
小
島
に
あ
る
記
念
像
な
見

て
J
J
ル
ソ
ー
た
甜
想
ひ
、
大
學
や
一
一
［
潜
歩
い
て
T
ゾ
カ
ル
船
井
ン
為
想
ふ
O

　
午
前
十
一
時
、
天
文
墓
た
訪
問
。
既
に
マ
ド
可
ド
で
顔
た
見
知
つ
六
ゴ
ー
チ
ェ

ー
全
長
に
會
ひ
、
少
時
休
憩
後
、
シ
エ
ー
ル
氏
に
案
内
さ
れ
て
器
械
な
ご
々
見
索
。

望
蓮
鏡
の
中
の
最
も
興
味
を
慧
い
た
の
は
口
径
百
サ
ン
チ
（
四
十
吋
）
の
大
反
射
鏡

で
あ
っ
旗
。
鏡
の
み
な
ら
す
、
据
付
装
置
か
ら
、
部
屋
に
至
る
ま
で
、
シ
エ
ー
ル

氏
自
分
が
作
つ
六
月
い
ふ
も
の
だ
か
ら
、
外
魏
ば
立
派
で
は
な
い
が
、
實
際
の
蓮

轄
に
可
な
り
う
ま
く
行
く
し
、
そ
れ
に
焦
黙
比
が
三
野
一
だ
亡
の
箏
だ
か
ら
、
光
力

ば
頗
る
大
き
い
。
最
近
撮
影
の
天
髄
窟
眞
々
六
七
枚
見
ぜ
ら
れ
糞
が
、
見
事
で
あ

っ
象
Q
中
で
も
、
琴
座
実
験
星
雲
の
長
時
間
撮
影
原
板
に
爾
つ
の
尾
の
や
う
な
も

の
が
見
え
て
ゐ
糞
の
に
、
氏
自
輿
も
言
っ
て
み
れ
通
り
、
「
薪
獲
見
」
に
相
違
な
い
。

　
ゴ
ー
チ
ェ
ー
壷
長
の
斡
旋
で
、
午
後
二
時
か
ら
、
邦
ウ
・
グ
レ
ナ
ー
ル
街
の
「
セ

ネ
ゾ
物
理
器
械
製
造
會
肚
」
業
界
ひ
、
所
長
　
　
　
　
氏
の
案
内
で
、
製
作
申
の

大
小
天
丈
器
械
な
多
く
見
表
。

　
戦
後
の
ゼ
ネ
ゾ
に
、
新
し
い
名
物
の
一
つ
に
國
際
聯
盟
本
部
で
あ
る
。
今
日
午

後
の
寸
暇
に
、
湖
眸
な
散
歩
し
て
、
此
の
本
郡
の
あ
る
パ
ラ
ス
・
デ
。
ナ
V
す
ン
た

見
れ
。

十
月
二
十
九
日
（
水
）

　
朝
九
時
孚
ゼ
ネ
ゾ
獲
。
ロ
ザ
ン
ス
で
、
汽
車
乗
換
の
糞
め
に
絵
裕
の
出
來
糞
一

時
間
潜
市
内
見
物
に
費
し
て
、
聖
フ
ラ
ン
ソ
y
廣
揚
か
ら
大
橋
、
大
身
、
ヵ
テ
ド

ラ
か
、
下
城
な
ざ
な
一
巡
し
六
の
ば
忙
し
か
つ
六
。
つ
い
で
、
丁
台
牛
、
ニ
ゥ
シ

ヤ
テ
ル
着
。
慮
ち
に
電
車
で
天
丈
蔓
に
行
音
、
ゴ
ー
チ
エ
｝
教
授
の
紹
介
訣
で
ア

ー
ン
ト
盛
長
に
面
會
、
案
内
さ
れ
て
内
部
た
一
巡
し
六
Q
庇
の
身
丈
盗
に
瑞
西
國

の
標
準
時
観
測
の
糞
め
の
天
恩
壷
で
あ
る
か
ら
、
其
の
方
面
に
關
す
ろ
設
備
が
大

に
備
ば
っ
て
見
え
六
の
は
豫
期
し
六
所
で
あ
っ
ぬ
。
し
か
る
に
、
十
四
吋
の
ソ
ア

イ
ス
爲
眞
望
蓮
鏡
潜
早
め
乳
ヒ
ッ
シ
館
匡
「
專
ら
天
賦
物
理
夢
野
の
酒
め
で
す
」
こ

の
説
明
に
よ
り
、
嘉
長
が
新
し
い
野
心
を
持
っ
て
る
ら
れ
る
こ
定
な
知
つ
六
の
匡

意
外
で
あ
っ
索
。
一
一
巡
塗
観
の
後
，
墓
長
夫
人
の
好
意
に
よ
り
、
墓
三
宅
の

客
間
で
吾
々
の
糞
め
に
テ
イ
の
會
た
催
さ
れ
、
英
猫
佛
語
の
ま
ぜ
こ
ぜ
で
愉
快
な

数
刻
為
過
し
穴
。

　
夕
山
ハ
時
小
†
ニ
ウ
シ
ヤ
テ
ル
磯
Q
一
八
時
小
†
ベ
ル
ン
山
巾
に
賢
君
Q

O
同
志
趾
支
部
同
好
會
の
此
の
支
部
匡
去
る
五
月
＋
五
日
午
后
三
時
か
ら

同
大
學
紳
豊
町
第
一
教
室
で
久
し
ぶ
り
の
講
演
會
た
開
い
象
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
左
の

通
り
Q
一
來
會
者
匡
約
五
十
名
。

　
　
開
會
の
検
拶
　
　
　
　
　
　
支
部
幹
事
　
飯
　
　
義
壽
氏

　
　
土
星
に
つ
い
て
（
講
演
）
　
　
京
大
教
授
　
山
本
　
　
一
清
氏

次
の
例
會
に
六
月
王
冠
（
金
）
，
山
本
氏
講
演
「
月
の
魏
察
」

三
三


